
奈良県五條小学校で開催した防災意識の啓発講習会の紹介 

（株）藤井基礎設計事務所 藤井俊逸 

１ はじめに 

平成 23 年 9 月、紀伊半島（和歌山県・奈良県・三重県）を通過した台風 12 号は、豪雨による土砂災

害をもたらした。「紀伊半島豪雨」と呼ばれ、斜面崩壊が多く見られたのが特徴である。 

被害の大きかった奈良県五條市は、防災教育に力をいれている。藤井俊逸が土木学会関西支部か

ら依頼されて、奈良五條小学校で防災意識の啓発講習会を行った。 

２ 講演概要 

① タイトル ：「災害メカニズムの講習会『なぜ 山が崩れるの？』」 

② 主催 ：公益社団法人土木学会関西支部 

③ 後援 ：奈良県、五條市、五條市教育委員会 

④ 日時 ：平成26年1月17日（金） 

14:00 ：小学 5 年生対象の講習 

15:00 ：教職員、土木関係者への詳細説明 

講習内容を今後活用するための説明及び質疑応答 

⑤ 参加者 ：児童：39名、教育委員会、教職員、県及び市議員・職員：35名 

⑥ 講師 ：藤井 俊逸（(株)藤井基礎設計事務所 技術部） 

北田奈緒子（(財）地域地盤環境研究所地球科学部門地形地質グループ） 

⑦ 内容 ：映像と模型実験で視覚的に学ぶ 

a) １．五條市周辺の地層のでき方を調べよう（北田） 

b) ２．山が崩れやすい条件について（藤井） 

１）地層の中にすべりやすい面があると崩れやすくなります。 

   五條市の災害箇所を例に写真で説明！ 

２）川が地盤を削ったりすると崩れやすくなります。 

   被災箇所の地図や断面図で説明！ 

３）地震の揺れで崩れやすくなります。 

４）雨が降ると崩れやすくなります。 

３ 講演時の様子 

写真-１は、小学生対象の講義の会場の様子である。 

小学生対象が前側に座り、その後ろに教職員、土木関係者が並んでいる。

写真-２は、講師の説明している様子である。 

土木学会関西支部は、市民向けの活動を平素から活発に行っており、黄色のウインドブレーカー

は関西支部のユニホームとなっている。 

写真-３は、地層の状態による滑りやすさの実験状況である。 

写真-４は、雨が降るとなぜ山が崩れるのかを説明した実験状況である。 

写真-５は、子供たちに実験を行ってもらっている様子である。 

写真-６は、教職員、土木関係者へ詳細な説明をしている様子である。

４ 感想 

五條小学校の５年生は、総合学習の時間に防災について、普段から勉強している。災害現場にも行

っており、興味を持って講座を聞いていた。今回は北田先生が、五條市の地盤のでき方について詳しく

説明をして、地盤の成り立ちに興味をもった生徒が見られた。きちんと専門家から教育を受けることで、

地球の成り立ちを勉強したいという生徒が数名でも生まれる可能性がある。 
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藤井俊逸は、なぜ雨が降ると斜面崩壊や地すべりが発生するのかを、実験で説明した。このような

講座は初めてだったようで、印象に残ったようである。山がすべるためには、地盤の中に滑りやすいと

ころがあることと、水が地盤に溜まっていくことで滑りやすくなることを、体感できたと思われる。

５ おわりに 

資料-１は、五條小学校の生徒からの感想文である。全員が丁寧な感想文を提出してくれている。内

容を確認すると、今回行った講座をきちんと理解していることがわかる。小学校の高学年は理解力があ

るので、わかり易くきちんと説明をすることが大事だと思った。今回は専門家がわかり易く説明をしたこ

とから、小学生もきちんと理解できたものと思われる。 

知識と技術を持った人が、小学生・中学生にきちんと説明をしていくことが重要であると改めて感じた。

今後もこのようなアウトリーチ活動を続けていくことと、そのための仕組み作りを構築していきたい。 

写真-１ 小学生対象の講義の様子 写真-２ 講師が説明している様子 

写真-５ 子供たちが実験している様子 写真-６ 教職員、土木関係者へ詳細な説明 

写真-３ 地層の状態による滑りやすさの実験 写真-４ 雨が降るとなぜ山が崩れるのか？ 



資料-１ 生徒の感想文 


